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第3回:柁怖内における仔',I:･刺激にLR'止け る neuron

L/)分JI.

●:(3'惣刺政に反応し,11くf附71線･ku故により成
形時誘発発射を示す ncuron.

竃 :良潜時 bursttypercsponscがJi梢神経

･M故により誘発されるが,イr.It.･帆敦に反応しな

い｡

サルの体性感覚の大脳皮質での

情報プロセシング

- 手の感覚を中心にして-

研 ｢H 英 人 (人阪'fJ'人 ･駅･JkBI･1.)

高 岡 淑 郎 (41.)(･医･胴外科)

'lJL,を特徴ずけるのは事と日であるといわれるOその

場合卓について問題にされるのはその細かい動き,すな

わち遊動の側面であろう｡しかし一方でその迎勅を支え

る感覚にも他の動物にない特色を備えていることはいう

までもない｡それは同じ霊長類である人間についてもい

えることなので,触覚による物の形の認的や馳攻遊動の

感覚的附1榊のメカニズムを知るにはサJレを火鹸励物に使

うことがほとんど不可欠の条件になる｡Mountcastle

らのク'ルーフ●はそのような観点から,最近,サルの手を

中心として体性感覚系の情報処理の研究を進めて来てい

る｡サ/i,の手で他の動物に比べて目立つのは宇笹や指の

知もC･部皮Ilqの児過である｡それILm紋やY:紋を備えてい

て見かけが人目1と似ているというはかりではなく,皮膚

の変や紹h･Rを見ても Mcissncr′ト休や Mcrkel氏触躯

などヒトの手堺にJLられる神柾解火拝芹とrF.lじである｡し

たが ってリJt,が t:で知覚するものは我JQがn分のTlで感

じるものと山かよったものであろうと〃えられる｡これ

までの研究でbかっていることは那一次感光鯛のVベ ル

までほ未frt実軸諸.rlでとらえられた感覚的報が恕'jfにその

まま伝えられ,点対点の対応に近い休部tM.TJ血があると

いうことである｡

しかし我々が触覚で鮭鹸Tるものは必ずしも脚J{の受

容器の,M激の総帥であらわしbIJれない｡JY仏とそれに触

れる物の形や動きを混渦するためには兼梢からのLB矧T')

報を総介して全休としての/tクーンを抽山するようなiT't

報ブローkシンク'が必■炎と瓜bれる｡さて以ItlTJから臨朕神

経′u/'=の分野ではy71rHnS-の破墳抗…状として触Aiti:の火祖や身

休部位失認などのも1号状が起こることが知られていた｡そ

こで我々は今までサイVントといわれていた跡ri辿付紙

のニューロン所動をしらべ,より市次の的報也Ffl_がrTな
われているかどうかを押ぐ)て見ることにしナーO

方法 :'̂i験は族称伊の･即トで行なった｡何純なr)は耽

齢した動物では止弁絹はほとんど文11止り-Jlレントで

何の応答も絹られないからである｡一方手や身体をp-=Ll

に触ったり動かしたりしで別離するには捜什 リl験はあま

り適さない｡そこで肌弛P,'剤で煉蛸さLTたサルで人 r.呼

l唯Fに急M三rR験をTTなった｡輔みを避けるナ･めけ1)tLHト

ンブタ-Jt,麻酔下に手術LTlい心後rIllのLの911瓜に穴を

あけマイクロマニプレ-ク用のチェンバーを埋め込んで

嗣きサルの971はf和搾的にこれで開延する｡ このJJ'法は

Mountcastleらがはじめたものであるが次 は々さらに

先竹カニJ.-レもJ叩).め込んで当Hの手術は健脚の切l)村だ

けに済ませた (これはほとんど摘みがない)｡ 汀己鎚には

タンク◆ス/-･ン微′｣＼TE機を用い,Fti-ニュ-ロンの †ン/i
JL,スを分離して,11紛糾敵に対する応答を しらべたo

IAZ験に用いたサルは 3k郎狗後のアカ'/'ザJL,(Macaca

mulatta)である｡

結果 :我々がしらべたのほ第一次鯉;覚韻のナぐうしろ

に度する頭旧連合韻で. プロ-ドマン節5即にあたる｡

この領野のニューT-rンではじめに気づくこと仏 Tl坤仁な

皮研刺激やr刈節の励t:Vにはなかなか応じない ことであ

る｡しかしすぐ117Jの祈 L次感覚領でしらべた作部比局血

を手がかりとして,同じ矢状断面で対応する身休の部分

に触れたり,動かしたりしていると何かしらの反LL.Eが起

って来る｡なるべくサルが日常している運動をよく観蕪

してサルにとって意味のありそうな/<ク - ンを再現する

ように努めた｡以下記鮫されたユニットのうち代R的な
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2･3の例を聴ける｡まづ皮JB刺激に応じるl=ットで
目立つのはR面の動きに特jq.的に応じ,一粒の方向に適

訳的に反応するユニ･/トである｡第1回は平の相に対応

する部位で記録されたニューロンであるが羊の触毛部皮

眉の滋面の動きに応じ,小指PJから沸柑mJ(Postaxia1

->PrcaxiaI)になでた時によく反応しそれとLk'対の動き

ではむしろytI御1されるgL向があった｡さらに興味のある

耳は挿のようなもの (庇径25mmのアクリル樹脂の樺)を

肘ざらせて動かした時に,粒もよい反応が粘られること

である｡これは木の枝にぶちさがったりする行動の多い

サ/レにとっては正賓な意味のある刺数バク-ンであろう

と.臥われる.たたしこの場合塩ざるという手の位髄にと

もなうDg節の鋤きが問題になるのか,皮膚の受容野がこ

の比腔で収も効率よく刺激されるからなのか,どちらか

ほ願僻に分析することは山来なかった｡このような皮脚

の方向性のある=ユーU-ンはいくつかがASってク●ルー

～/'をなしていることが多く,第1図のユニットのすぐ近
坊ではこれと逆方向に選択性を持ったニューロンが記録

された｡その次によくあるのは2つ以上のLW節の特定の

組合せに応じるユニットで,第2回はそのうち手摺の(主

に中指,末節間,関節)屈曲と手首の舶曲を組合せた時

に最大の反応が絹Jられ,どちらか-.blを伸展させている
と屈曲による反応は弱くなる,又どちらか-Rをあらか

じめ屈曲させておき,もう一方を屈曲させた均合は両&･
同時の反応よりずっと弱くなる,このような関節の組命

せはこの他手首と肘,mと肘などの閑にも見られた｡幣紙
に1つの関節の動きだけで決まるニューロンは少ない｡

.,,/ .

又,比較的TTi純な側節ユニットでも同州のLN節に交才岩野

を持つものが多く,雌解に対側性三の神経支和と見られて

いる机一次L･&覚't;j:iの地合と対照的である｡さらに両側M三
のr捗が見られるユニットにもときどき地場する｡さて
もう一つのタイ'/'はug節と皮相という2つの異なる柾h'j

の感光の抑止1-秒の見られる場合で第3図はその一例で
ある一番上の,Td鎚が原もよい刺激で肘関節を屈曲し同時

に手および舶腕の股側に触れ廃側から尺側へ軽くなでた

均分の応答を示す｡2番目は関節の動きだけに対する応

答でずっと弱く知かい03番目は皮膚をなでる刺激 (方

向は般側から尺側)だけの腸合で反応は非常に不確共で

ある｡したがってこのニューロンは皮膚と関節のある組

合せに特異的に応ずるニュ-ロンであるといえる.

今まで妨一次感'ii:領で見つかった皮膚と関節の4'FIE.l=

捗は良川刺激による関節の反応の抑附けごけであったが,

このように両fl･が紙介わさってはじめてはっきりしたIx.'

応が加われる というタイプは辿冷視に特で)'の ものであ

る｡

括輪 :以上のような3つのク (ノ●に)t.池していえるこ

とは迎合紙では個々はらはらのL感覚刺激ではなく,ある

まとまった/<jL-ンに特jq.的に化け るニューt,ンが多い

ということで,それによって全作としてのT:の形やその

中に振った物の動きなどがとらえられると椎Ijtされる｡

さらに卓でなでて物の形を詔苅+る喝介良市と.姻節の㈹

報が総合されることが不F,]欠の'̂t':作になるが弟3の2 (
-/'はこのようなfI-1械 ノ'H tiシyグが迎合綿で起っている

ことを′i(しているO

I ∫
lsec.

鮮 1 回
皮jil表面の運動の方向性を珊別するニュ-ロン｡上の2つのIii掛 土手に凝らせた円柱を動かした時の反応,下
の2つの記録は指を伸展した位促で刺激した時.契娘は尺側から挺側,点鰍 ま逆方向の動きの時間を示す.
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第 2 回

指と手打の鵬節の組合せで駆動されるニューロン｡

1布目,指の屈曲と手首の屈曲を同時に行なった｡2番目,手Tj'を持縦的にJ馴bした位配で指を屈曲した03

滞日,T-一打を仲朕した位厭で指のhTill川｡4滞日,指を屈曲しておいてT:首を何曲05滞日,指を伸展しておいて
I:Y～u'の屈曲.

第 3 回

t娼節と皮IEの組合せで駆動されるニューロン｡

1.関節と皮膚の同時刺激 2.関節のみの刺激 3.皮浦

のみの刺激｡刺激の時間は大紋で示す｡皮膚の受容野は

下の挿図に示す｡

随意運動と不随意運動の発現機序

吉 益 倫 天 (東大 ･医 ･脳外科)

京大堪艮新研究所神経生理部門の昭和44年度の研究7●

ロジェクT.の-つであった ｢サルの閲 ･閉口反応時の三

叉神経中脳Wr核内の筋紡錘活動単位に関する研究｣につ

いて研修した｡3mJ相が短いこともあって,突験技術 (辛

術法 ･徴小間極作剣法 ･細胞活動導出記録法など)の修

得が主であったが,三叉神経中脳路核の抑制性介在ニュ

-ロンと考えられる Supratrigeminalnucleusと思

われる部位より閲 ･閉口反応と関連のある細胞活動を串

出記録でき,初期の目的を十分果すことができた｡

感覚情報の中枢プロセシング

馬 測 正 子 (東大 ･医 ･脳研 ･解剖)

1. 大脳皮質より皮父下遊動核-の投射.

大脳皮質遊動硯から皮質下遊動核,特に三叉神経運動

核への投射を挽熊する目的で2拓の1)スザ/レを用い,運

動現除去後 2週間生かした後,Nauta-Gygax 法によ
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